
AI の成果を
向上させ 
加速する



IBM Watson Studio 
Premium Add-on for 
Cloud Pak for Data で 
データ・サイエンスと  
AI プロジェクトの 
デリバリーを加速します

価値提案

AI の自動化
AI 採用企業への道のりを加速します。

将来にわたって有効な AI 投資
オープン・ソースと IBM のイノベーションを 
融合します。囲い込みを防ぎます。

予測と最適化
機械のインテリジェンスで意思決定を 
最適化します。

市民データ・サイエンティストの強化
分析の専門家を再教育して、AI に対応 
できるようにします。
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2025 年までに、データ・サイエンティストの 
活動の 50% が AI によって自動化され、 
深刻な人材不足が緩和されます。1

50%
IBM Watson Studio 
Premium Add-on for 
Cloud Pak for Data
信頼性と透明性のある AI を構築して拡大します。
人工知能 (AI) はあらゆるところでビジネスを変革しています。 
堅実な AI 戦略は、データ分析、AI モデル作成、アクセス 
などを容易にする環境とツールを土台にして構築されます。 
AI を推進するためには、チームが複数のクラウドにわたって 
迅速に AI をオンボード、拡張、自動化できることが不可欠です。

期待されるAI の成果を達成するためには、予測と最適化の 
能力を活用することにより、ビジネス・プロセスに予測洞察を 
導入する必要があります。

そのために組織は以下を行う必要があります。

	– データ・サイエンスのライフサイクルを自動化することにより、 
データ・サイエンス・プロジェクトを加速する。

	– エンタープライズ AI をほぼどこにでも、任意のクラウドに 
実装する。

	– プライベート、ハイブリッド、マルチクラウドの環境 
にわたって AI を統合する。

	– データ・サイエンスのタスクが依存するデータの幅広い 
エコシステムを使用して、タスクを簡素化する。

	– IBM Cloud Paks と OpenShift のオープンなイノベーションを 
活用する。

IBM Research の見解によると、AI モデルのパイプラインの 
最適化には、本来、多大な反復作業を必要とします。しかし、 
パイプラインは 1 度に 1 つの目標と制約条件のために最適化 
されることが多く、そのために品質に深刻な影響が出る 
可能性があります。標準的なプロジェクトでは、1–6 人のデータ・ 
サイエンティストが 2–12 カ月を費やしています。
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企業全体で AI を構築して拡大する
Watson Studio Premium Add-on for IBM Cloud Pak for  
Data には、オープンに設計されてデータ・サイエンスの 
運用化の鍵となる強力な機能が実装されています。 
Add-on には、企業が AI と機械学習 (ML) モデルを構築・ 
実装し、データ・サイエンス・プロジェクトを加速し、 
エンドツーエンドの自動化ライフサイクルを実現するのに 
必要なものすべてが含まれています。Add-on は、企業が 
ビジネス成果を予測して最適化できるようにする、非常に 
ユニークなエンタープライズ AI オファリングの 1 つでも 
あります。

AI ライフサイクル管理の自動化
Cloud Pak for Data の基盤の一部として使用可能な AutoAI は、 
データ・サイエンス・プロジェクトを 80 パーセントも自動化 
することができます。AutoAI は自動的にデータを分析して、 
候補となるモデル・パイプラインを生成します。AutoAI の 
アルゴリズムがデータ・セットをより深く学習し、問題の 
設定に最もよく機能するデータ変換、推定アルゴリズム、 
パラメーター設定を発見するプロセスを繰り返していくことで、 
これらのモデル・パイプラインが作成されます。結果は 
リーダーボードに表示され、自動生成されたモデル・ 
パイプラインが問題最適化の目標に応じてランク付けされて 
示されます。

Watson Studio Premium Add-on は 
以下によって構成されています。

	– IBM Decision Optimization
	– IBM SPSS Modeler
	– Hadoop Execution Engine

使用のニーズに基づいて機能の 
ミックス・アンド・マッチを行います。

図 1. 候補のモデル・パイプラインを表示している AutoAI リーダーボード
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IBM Watson Studio アップグレード Jacques Roy のアカウント

マイ・プロジェクト    /    AutoAI プレイペン  /    チャーン予測

パイプラインのリーダーボード
パイプライン情報ランク

1

2

3

4

ROC AUC

0.994

0.992

0.992

0.983

P3 – LGBM 分類器の推定器
トランスフォーマー (4): 前処理 > シグモイド > 特徴量選択タイプ 1 > LGBM 分類器の推定器

P1 – LGBM 分類器の推定器
トランスフォーマー (2): 前処理 > LGBM 分類器の推定器

P2 – LGBM 分類器の推定器
トランスフォーマー (2): 前処理 > LGBM 分類器の推定器

P4 – LGBM 分類器の推定器
トランスフォーマー (4): 前処理 > シグモイド > 特徴量選択タイプ 1 > LGBM 分類器の推定器

詳細表示
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AutoAI でデータ・サイエンス・ 
プロジェクトのデリバリーを加速します。
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データ分析を導入
Watson Studio Premium Add-on の一部として含まれている  
Hadoop Execution Engine は、Hadoop とビッグデータの 
エコシステムに AI と ML のモデルを導入することにより、 
洞察を向上させます。このアプローチでは、AI 処理が 
行われる場所にデータを移動する必要はありません。この 
アドオンは高可用性に構成することができ、Hadoop 上の 
分散コンピュートを使用してデータ・サイエンティストが 
モデルを探索、トレーニング、デプロイできるようにして、 
データへの安全なアクセスを提供します。

ビジネス成果の予測と最適化
Watson Studio Premium Add-on を使用すると、統合された 
環境内で予測と最適化のモデルを構築することにより、 
意思決定を最適化できます。IBM Decision Optimization は、 
最適化問題のためのデータの選択と編集のワークフローを 
容易にします。これにより、最適化モデルを実行し、 
ダッシュボードで表、グラフ、ノートを含むレポートを作成 
して共有できます。Decision Optimization のモデリング・ 
アシスタントには自然言語ベースのインターフェースがあり、 
迅速に最適化モデルを構築し、リソース割り振り、 
スケジューリング、プランを視覚化できます。

市民データ・サイエンティストの強化
Watson Studio Premium Add-on はデータと分析の専門家を 
再教育して、AI に対応できるように支援します。これにより 
チームは、IBM SPSS Modeler を使用してコーディングなしで 
直感的なドラッグ・アンド・ドロップによって、データを準備し、 
モデルをトレーニングして評価できるようになります。また、 
Cloud Pak for Data の一部である Data Refinery を使用して、 
データをクレンジングし、グラフィカル・フロー・エディターで 
データに一連の操作を行うことで表データを作成できます。 
Data Refinery には、データをプロファイルして検証するための 
グラフィカル・インターフェースや、IBM SPSS Modeler を補完 
する、データへの洞察のためのカスタマイズ可能なグラフが 
含まれます。

IBM Watson Studio アップグレード Jacques Roy のアカウント

プロジェクト    /    Deply_WML    /    StaffPlan – シナリオ 1

モデリング・アシスタント
最適化したいのはどのタイプの意思決定ですか? 以下の領域のいずれかを選択してください。

リソース割り当て

ジョブ、イベント、場所にリソースを 
割り当てる/突き合わせる。

選択と割り振り

同じ表から項目 (または組み合わせ) を 
選択する。

供給と需要の計画

お客様の需要を満たすための、 
期間あたりの工場の生産、 
在庫と供給を決定する。

スケジューリング

タスク、アクティビティー、 
イベントなどを優先順位に 
従って管理する。

選択したい意思決定のタイプがありませんか? Python または OPL でモデルをコーディングしましょう。

モデルの実行

どこから始めるのかわかりませんか? この質疑応答ガイドをご利用ください。

シナリオ 1

視覚化

図 2. リソース割り当て、スケジュール最適化、供給と需要計画の迅速化を行うモデリング支援 5

データ準備
2 つの表

モデルの実行
モデリング・アシスタント

ソリューション探索



Watson Studio を試して  
AI の成功を推進しましょう

無料で開始できます。
Watson Studio Cloud の使用を開始する
今すぐ AutoAI を体験する
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